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わが国と欧州の電車線金具振動試験方法の比較
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The vibration testing of the electric traction overhead lines are established in the 1960s for the fast time, now is the 

vibration test specified in JIS is not changed its terms. Recently, it is thought that the vibration to occm・ on the electric 

traction overhead lines is different from time when established it. Therefore, it is necessary to reconsider the vibration 

testing methods. Now, in this paper compares the Japan and Em・ope standards. Then, we describe the vibration testing 

methods in the futme. 
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1.はじめに

亀車線金具の振動試験は、1968年に国鉄の技術基準であ

るJRS(Japanese National Railway Qtandal'd)で初め

て制定され、現在、JISに規定されている振動試験におい

てもその条件が用いられている 1)0

近年、新幹線の速度向上や架線条件の変更、列車通過数

の増大に伴い、バンタグラフが電車線金具に与える振動が

制定当時と異なる可能性があるため、現在の耐振動試験を

見直すべきとの見方がある。そこで今回、国内外の規格を

比較するとともに規格に示された内容の根拠を明らかにす

る。

2.電車線金具振動試験方法の比較

2. 1わが国における振動試験方法

(1) JIS E2002 

JISにおける鼈車線金具振動試験方法の規定は 1981年

に追加された。振動試験方法を図 1に示す。一定の複振幅

20mmと周波数 3~5Hzで2Xl()G回の加振を行うものと

し、 トロリ線を大弧面から正弦波で加振する。 トロ リ線支

持間隔は 1500mm以上とするが、具体的な張力の指定は

ない。

(2) JRS 

JRSに振動試験方法が制定されたのは、 1968年に改定

された「ハンガーイヤー（新幹線用）」においてである。こ

こで加振回数は（1)式から算出されている叱（1)式に

おいて、 a=60%、A=0.016とした勘合、 Y=1.8X106回と

なるため、余裕を持たせて2Xl06回と定められている。

Y=BXZ= 
(R-r)xa 

A........ (1) 

Y：金具が受ける打撃数、B:1年間の通過バンタ数

Z:トロリ線耐用年数

R: GTllOトロリ線の新品直径 12.34[mm] 

1': GTllOトロリ線の摩耗限度直径 7.5[mm] 

a: :トロリ線の利用率［％］、A:摩耗率 [mm／万バン］

B: 1年間の通過バンタ数 ［万パン］

2. 2欧州における振動試験方法

欧州の電車線金具振動試験方法の規定は文献3に記載さ

れている。表1にEN50119とわが国の氾車線金具振動試

験条件を比較した結果を示す。

EN50119における振動試験の対象金具はドロッパとコ

ネクタのみであり、コネクタにおいては l60kmn1以上の

走行区間で使用する金具のみを対象としている。振動波形
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表 1 わが国と欧州の電車線金具振動試験方法の比較

規格 JIS BSJ British Standards JRS 

規格昂り・ E2002 ・,じl,i及令）は大歎 BS EN 50119,2009 各金）しな！！i

:111,E年／文・ 1981年 2 00 9 { F 9 I I 1968 <「'• 8 II 

対象設uii 1lh線りl伶具ni.Iti II・・令！l．h1 ドロ ・・1,Iヽ

ちょう架イ9具煩， さ·，じ金！l•ti

接絞令．）tin
l¥i仙i皮形 II：，，妬ビが．tし、 I I:1lii : `I•. ．；玄j皮

1,1,長：矩形油( ・itf1J1長）J)

JJ11IHl"I故 200)i l9 91 J,tit 200 }il191 

IIith数 3~5Hz 0.5Hz~IOHz 

LH紺 iUIli幅20mm 20~200mm 

架線張）） 公験に文1:1汎しなし、{¥IIL*

ltitJ1筒J9i トロリig ちょ う架線

トLヽ リ祝人1!JHII壮 1500mm以I.

その他 ・受渡‘',・trr.・と(/)協ぶによって ・ド"ッハ(/)袖）Jぱ lOON

疫更99f祀 ~400Nに1誼

．，次欺後に沿り汰珠もしくは，｝l • 1."1架，、1卜］Iifば l．，；じ条9'l

，；Kよ検をK施する こと を111:1食，1・1

は、図 2に示すように圧縮には半弦波、 伸縮に矩形波（一

定伸長力）を加える。加板回数 ・振幅 ・振動筒所はわが国

の俎車線金具振動試験方法とは異なる。

3電車線金具振動試験方法の根拠

わが国の直車線金具振動試験における加振回数の根拠は

(1)式である。これは、「金具が設備されている直下をパ

ンタグラフが 1回通過することにより、その金具に1回の

打撃が加わるJこととして振動回数を2X106回と定めてい

る。しかし、過去の報告から、 トロリ線実振動波形よりコ

ネクタのひずみ発生回数を推定した結果、パンタグラフ 1

回の通過に対して、複数回のひずみが生じていることが確

認されている丸この場合、（1)式による現行の試験方法

では十分な評価とは言い難く 、金具に加わる応力やひずみ

から金具の損似を検討しなければならない。また、振動数

や振幅においても当時の架線振動から得た値であり、直接

金具に加わる応力やひずみから定められたものではない。

一方、 EN50119では、 ドロ ッバの軸力が指定されてい

ることから、金具の疲労要因となる応力やひずみから振勅

試験条件を規定したものであると考えられる。また、振動

波形も、金具疲労試験の位骰づけから庄縮振幅と引張荷狙

から規定されている。なお、振動数や振幅は条件の値に幅

があるが、これはENがUE統合に向けて制定された規格

であるため、各国の金具振動条件や仕様を考應したためで

はないかと思われる。

4.まとめと今後の課題

電車線金具振動試験方法について、わが国と欧州の規格

を比較した。その結果、現行の屯車線金具振動試験条件の

妥当性を改めて評価するためには、金具の損傷要因である

応カ ・ひずみ等を測定し、規定の条件を確認する必要があ

ると考えられる。

今後、実設備においてこれらを測定し、現行の試験方法

との整合性を確認する。

按続令ll（コネクク） ハンガイヤー(JRSにIJJめて泌lむl

※160k m/h以 l(j),tfflメ： グプルイヤー，tilt繰；I令！l. コネクク令具

lt1で使JIIするものに限る ltitl•金）！． ドロッバクリップ．フィードイ •I’一

,ie4&I£ し 1,•9松i皮

最低200Jjl"I 200 Jil"I以I.

0 5Hz~IOHz 3~51-Iz 

100mm以ト +20mm・Onun 

ちt•i架線

・3つ以 I.(/)汰作品で、t験 ．，汰験後にりl,;k,A除、 II船汰除、沿り入験を）J施する

・コネククJ●が最小(/)も(/) -ー... し． の

で火比

金 具：三..... . 

（｀  ートロリ線／ 7

／＼＼叫 H：振幅

H=U+D 

=r  
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図 1 JIS E2002屯屯線金具の振動試験方法
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(1) :圧縮半サイクル、（2):引張半サイクル、（3):圧縮

(4) :引張、 C：圧縮振輻、 FL:引張荷煎

図2 EN50119ドロッパの振動試験方法
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